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問問

令
和
元
年
の
台
風
19
号
を
教
訓
と
し
て
、

現
在
の
対
策
は
何
か
。

答答

当
時
混
乱
の
原
因
で
あ
っ
た
情
報
不
足

に
関
し
て
は
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
、
災
害
状
況
に
応
じ
て

防
災
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
各
避
難
所
に
は
あ
ら
か
じ
め
担
当
職

員
を
固
定
し
、
防
災
訓
練
で
は
、
職
員
が
持

ち
場
の
避
難
所
に
行
く
よ
う
な
訓
練
を
し
て

い
る
。

問問

堂
川
の
河
道
拡
幅
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答答

平
成
22
年
着
手
の
こ
の
工
事
の
計
画
延

長
は
１
・
２
㎞
で
、
残
り
は
４
９
４
ｍ
。
令

和
９
年
を
完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

問問

狩
野
川
放
水
路
の
今
後
の
改
築
に
関
し

て
の
市
の
把
握
は
ど
の
よ
う
か
。

答答

放
水
路
の
分
派
量
を
２
０
０
０
㎥
か
ら

３
４
０
０
㎥
に
で
き
る
よ
う
計
画
を
見
直
す

方
針
に
よ
り
、
河
川
整
備
計
画
か
ら
整
備
計

画
・
河
川
工
事
・
河
川
の
維
持
と
い
う
よ
う
な

流
れ
。
現
在
は
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の
環
境
影
響

調
査
等
を
一
部
行
っ
て
お
り
、
期
間
は
概
ね

30
年
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
。

問問

現
在
、
自
治
会
の
加
入
率
が
74
・
７
％

だ
が
、
加
入
率
向
上
の
施
策
は
。

答答

自
治
会
の
存
在
意
義
や
住
民
同
士
の
支

え
合
い
の
重
要
性
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
転
入
者
に
配
布
を
し
て
い
る
。

問問

一
部
の
区
で
行
っ
て
い
る
、
災
害
時
に

黄
色
い
タ
オ
ル
な
ど
を
用
い
た
安
否
確
認
の

取
り
組
み
を
市
全
体

と
し
て
行
わ
な
い
か
。

答答

自
主
防
災
組
織

の
訓
練
に
つ
い
て
は

指
導
的
な
体
制
で
は

な
い
の
で
、
こ
の
取

り
組
み
へ
の
誘
導
は

し
て
い
な
い
。

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

問問

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
す
る
以
前
の
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
実
績
と
再
開
の
予
定
は
。

答答

参
加
者
は
平
成
29
年
度
が
12
人
、
30
年

度
が
22
人
、
令
和
元
年
度
が
23
人
で
あ
っ
た
。

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
再
開
は

検
討
し
て
い
く
。

問問

伊
東
市
の
施
策
で
、
移
住
検
討
の
た
め

の
滞
在
に
関
わ
る
宿
泊
費
用
を
助
成
す
る

「
お
試
し
移
住
支
援
制
度
」を
本
市
で
も
導

入
し
な
い
か
。

答答

伊
東
市
の
例
が
効
果
が
有
る
と
い
う
事

で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

問問

市
内
小
中
全
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
す
る
た
め
の
今
後
の
計
画
は
。

答答

令
和
７
年
４
月
設
置
を
目
指
し
、
６
年

度
中
に
委
員
の
選
任
等
の
準
備
を
進
め
る
。

問問

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
選
任
は
。

答答

地
域
で
活
動
し
て
い
る
方
や
学
校
に
関

わ
る
方
等
を
、
教
育
委
員
会
が
選
任
す
る
。

問問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
機
能
さ

せ
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
。

答答

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が
学
校
運

営
協
議
会
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
任
す

る
例
が
国
で
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
取

組
が
恒
久
的
に
続
く
よ
う
、
地
域
で
適
任
者

を
発
掘
、
育
成
し
て
い
き
た
い
。

問問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
向

け
て
各
学
校
で
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

答答

今
後
、
教
職
員
や
保
護
者
、
地
域
住
民

に
対
し
て
、
制
度
の
目
的
や
仕
組
み
等
の
説

明
会
を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

問問

公
教
育
を
守
り
つ
つ
学
校
を
地
域
に
開

く
こ
と
に
な
る
が
、
主
導
し
て
い
く
責
任
は
。

答答

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
た
め

の
学
校
運
営
協
議
会
、
地
域
学
校
協
働
本
部

と
い
う
制
度
が
長
く
続
く
よ
う
、
教
育
長
が

責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

有
機
農
業
促
進
事
業
の
進
捗
と
、
有
機
給
食

や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

問問

実
証
圃
場
で
の
講
習
、
実
験
結
果
は
。

答答

有
機
農
業
の
基
本
を
学
び
、
水
稲
は
一

反（
１
０
０
０
㎡
）５
３
２
㎏
、
畑
で
は
サ
ツ

マ
イ
モ
約
３
０
０
㎏
を
収
穫
し
た
。

問問

学
校
給
食
へ
の
提
供
は
。

答答

２
月
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
日
と
い

う
形
で
、
市
内
学
校
給
食
の
一
食
分
に
収
穫

し
た
有
機
米
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
提
供
す
る
。

問問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は
。

答答

令
和
６
年
度
中
の
宣
言
を
目
指
す
。

問問

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
市
長
の
本

気
度
が
必
須
。
専
門
組
織
が
必
要
で
は
。

答答

じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め

に
は

高
橋
隆
子

水
害
に
備
え
た

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山
口
貴
子

議員の氏名の下にＱＲコードを掲載しました。一般質問の録画
映像をスマートフォン・タブレットなどでご覧いただけます。 ● 一般質問 ●
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問問

現
在
の
施
設
集
約
の
考
え
方
に
至
っ
た

経
緯
は
。

答答

少
子
化
が
進
む
中
で
今
後
10
年
間
の
望

ま
し
い
保
育
園
・
幼
稚
園
の
環
境
整
備
に
向

け
て
検
討
す
る
こ
と
を
、
市
長
部
局
と
教
育

委
員
会
が
確
認
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
教
育
部
に
お
い
て
、
園
舎

の
状
況
、
子
ど
も
の
人
数
の
将
来
推
計
等
を

踏
ま
え
た
施
設
の
集
約
案
を
作
成
す
る
な
ど

の
検
討
を
重
ね
、
令
和
８
年
４
月
に
大
仁
地

区
は
の
ぞ
み
幼
稚
園
と
田
京
幼
稚
園
を
統
合

し
、
韮
山
地
区
は
富
士
美
幼
稚
園
と
共
和
幼

稚
園
を
統
合
す
る
と
い
う
計
画
案
を
取
り
ま

と
め
る
に
至
っ
た
。

問問

保
育
園
で
は
、
待
機
児
童
、
兄
弟
・
姉

妹
が
同
じ
施
設
で
の
利
用
が
で
き
な
い
な
ど
、

現
時
点
で
の
課
題
に
対
応
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答答

長
岡
地
区
に
新
た
に
設
置
す
る
認
定
こ

ど
も
園
の
保
育
認
定
の
定
員
を
、
今
の
長
岡

保
育
園
の
定
員
90
人
か
ら
60
人
増
や
し
１
５

０
人
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
後
は
、
施
設

の
統
合
案
を
具
体
化
す
る
中
で
、
定
員
の
設

定
に
当
た
っ
て
は
、
余
裕
を
持
っ
た
受
け
入

れ
枠
を
設
け
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
育
人

材
を
確
保
す
る
な
ど
、
保
護
者
が
希
望
す
る

園
に
入
園
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問問

今
後
は
公
立
施
設
を
極
力
少
な
く
し
、

民
間
施
設
に
移
行
し
て
い
く
の
か
。

答答

公
立
園
は
、
園
児
数
の
減
少
に
伴
い
、

統
廃
合
を
進
め
、
旧
町
単
位
で
認
定
こ
ど
も

園
を
１
施
設
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
お
り
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
間

移
行
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
り
得
る
か
と
い

う
点
も
含
め
、
ま
ず
は
他
自
治
体
の
事
例
も

踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や
す
た
め

に
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
と
こ
れ
か
ら
の
取

組
に
つ
い
て
。

答答

こ
れ
ま
で
本
市
に
寄
付
実
績
の
あ
る
企

業
等
に
対
し
案
内
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
地

域
再
生
計
画
の
変
更
と
併
せ
、
同
計
画
に
位

置
づ
け
た
事
業
を
リ
ス
ト
化
し
た
上
で
、
多

く
の
企
業
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
一
層
の
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税

の
獲
得
を
目
指
し

て
い
く
。

問問

請
願
の
趣
旨
は
候
補
地
を
示
し
設
置
後

の
来
場
者
予
測
や
費
用
対
効
果
を
基
本
計
画

に
折
り
込
む
べ
き
と
あ
る
が
。

答答

江
川
邸
周
辺
、
旧
大
仁
東
小
学
校
、
長

岡
温
泉
場
等
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問問

請
願
の
回
答
に「
来
場
者
に
こ
だ
わ
る

べ
き
で
は
な
い
」と
書
か
れ
て
い
る
が
。

答答

教
育
施
設
な
の
で
ア
ク
セ
ス
や
活
動
に

重
き
を
置
い
て
施
設
の
場
所
を
決
定
し
た
。

問問

基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
市
民
に
十
分
説
明
し
な
い
の
は
な
ぜ
。

答答

反
省
し
て
い
る
。
基
本
計
画
策
定
の
途

中
で
説
明
し
て
い
く
。

問問

説
明
会
で
得
た
意
見
で
反
映
で
き
る
も

の
は
あ
っ
た
か
。

答答

吹
き
抜
け
が
必
要
で
は
な
い
意
見
を
取

り
入
れ
る
。
３
階
の
展
望
台
は
面
積
を
小
さ

く
す
る
か
無
く
す
の
か
検
討
を
す
る
。

問問

市
民
が
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

市
長
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
か
。

答答
「
48
人
の
人
が
子
育
て
中
の
方
が
中
心

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
市
の
歴
史
文
化
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

子
育
て
で
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方
が

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
れ
ば
当
然
の
結
果
。
も

し
私
が
そ
の
立
場
で
あ
れ
ば
文
化
財
展
示
施

設
な
ん
か
関
心
の
な
い
も
の
に
お
金
を
使
う

よ
り
は
日
々
の
生
活
で
子
育
て
大
変
だ
、
そ

ち
ら
の
方
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と

私
が
も
し
そ
う
い
う
立
場
で
あ
れ
ば
そ
う
い

う
ふ
う
に
思
い
そ
う
答
え
る
。」

問問

浸
水
想
定
区
域
に
展
示
施
設
を
建
設
す

る
理
由
は
何
か
。

答答

市
有
地
で
あ
る
こ
と
、
立
地
的
に
駅
に

近
い
こ
と
。

問問

浸
水
す
る
か
ら
２
階
に
展
示
施
設
を
造

る
と
い
う
が
１
階
に
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

造
っ
て
安
全
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

答答

浸
水
は
地
震
の
よ
う
に
突
然
や
っ
て
く

る
も
の
で
は
な
い
の
で
事
前
に
把
握
で
き
、

心
配
は
し
て
い
な
い
。

問問

文
化
財
保
存
地
域
計
画
で
令
和
24
年
ま

で
に
博
物
館
等
設
置
を
検
討
す
る
と
あ
る
が

計
画
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答答

博
物
館
の
検
討
は
財
政
的
に
難
し
い
が

今
後
も
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
施
設

集
約
に
つ
い
て

井
川
弘
二
郎

文
化
財
展
示
施
設
に
つ
い
て

内
田
隆
久

「ねずみ返し」
山木遺跡からは弥生土器や土
師器（はじき）のほか、木で作
られた多くの道具が見つかっ
ている
「ねずみ返し」が柱に取り付け
たまま発見され、建物の一部
であることが全国で初めて証
明された

今回は 11 人が行い当局の考え方を質問しました。
インターネットによる生中継の映像配信を行いました。● 一般質問 ●
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問問

美
観
を
損
ね
て
い
る
場
所
の
把
握
は
。

答答

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
毎
月
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
市
民
か
ら
情
報
が
あ
っ
た
場
合

に
は
現
地
の
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。
農
地

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
が
毎
年
８
月
に

農
地
の
巡
回
を
行
い
耕
作
放
棄
地
等
の
位
置

を
図
面
化
し
市
と
情
報
共
有
し
て
い
る
。

問問

農
業
・
環
境
・
消
防（
火
災
予
防
）等
が
連

携
し
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答答

関
係
部
署
間
で
情
報
を
共
有
し
、
役
割

分
担
を
確
認
し
な
が
ら
土
地
所
有
者
等
へ
の

適
正
管
理
の
依
頼
を
行
う
な
ど
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問問

荒
廃
の
解
消
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答答
「
伊
豆
の
国
市
空
き
地
の
環
境
保
全
条

例
」の
運
用
に
関
し
、
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
作
成
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。
農
地
は
、

耕
作
放
棄
地
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費
補
助

金
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す
ほ
か
、
国
の
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
に

よ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

を
行
う
。

行
政
改
革
の
成
果
は
令
和
６
年
度
予
算
編
成

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か

問問

市
民
協
働
の
強
化
を
し
て
き
た
が
新
年

度
に
つ
な
が
る
事
業
は
。

答答

ま
ち
づ
く
り
団
体
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
設
立
や
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
の
実
施
、
意
見
交

換
を
行
う「
市
長
と
語
ろ
う
」な
ど
、
来
年
度

も
引
き
続
き
事
業
展
開
し
多
く
の
市
民
や
市

民
団
体
と
の
連
携
が
育
ま
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問問

専
門
的
な
人
材
育
成
に
努
め
る
と
し
て

き
た
が
新
年
度
に
つ
な
が
る
事
業
は
。

答答

令
和
５
年
度
か
ら
職
員
採
用
試
験
を
大

き
く
見
直
し
、
試
験
の
日
程
を
１
カ
月
以
上

前
倒
し
て
試
験
会
場
も
全
国
３
８
０
カ
所
以

上
で
受
験
可
能
に
し
た
。
専
門
職
確
保
の
た

め
社
会
人
採
用
枠
を
設
け
、
県
か
ら
職
員
を

招し
ょ
う

聘へ
い

し
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
職
員
数
を
増

や
し
、
人
事
異
動
の
サ
イ
ク
ル
を
長
く
す
る

な
ど
配
慮
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
人
材
な
ど

求
め
ら
れ
る
能

力
を
備
え
た
職

員
を
育
成
す
る

研
修
等
の
充
実

を
図
る
た
め
の

経
費
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
。

荒
廃
し
た
空
き
地
等
に
対
す

る
景
観
・
環
境
保
全
の
取
組

に
つ
い
て

天
野
佐
代
里

議員の氏名の下にＱＲコードを掲載しました。一般質問の録画
映像をスマートフォン・タブレットなどでご覧いただけます。 ● 一般質問 ●

情報通信機器導入特別委員会の報告
　令和５年 11 月 29 日の伊豆の国市議会 12 月定例会において、情報通信機器導入特別委員会の委員
長より、議長に下記のとおり報告し、調査を終了とした。

　令和５年の３月定例会における前特別委員会からの、「議会運営にタブレットを導入した場合の有効性を確認す
ることができた。導入の目的である議会活動のさらなる活発化や効率化、SDGs 達成への取り組みなどを実現し
ていくため、タブレット端末の導入を進めるべきである。」との報告を受け、本特別委員会では機器やサービスの
検討「タブレット、通信形態や電源環境、会議システム、グループウエア（会議の調整や連絡等）、費用負担」な
どを行い、タブレット機種やソフトウェアの具体的な選定等を行った。

情報通信機器導入特別委員会　長谷川浩委員長、小澤五月江副委員長、二藤武司委員、井川弘二郎委員

ガザ地区における平和の実現を早期に求める決議
　伊豆の国市議会 12 月定例会において、全会一致で可決されました。
　パレスチナ自治区ガザ地区を支配するイスラム組織ハマスとイスラエル軍との戦闘が始まり、２か月以上経過
する。双方の応酬は、特にガザ地区において、人命を深刻な危機的状況にさらすとともに、市街地に甚大な被害
をもたらしている。
　こうした状況を受け、先進７か国（Ｇ７）外相の会合において、テロ攻撃を断固として非難することや、人質
の即時解放を求めることを確認するとともに、ガザ地区の人道危機に対応するため、戦闘の「人道的休止」と「人
道回廊の設置」への支持に関し、緊急声明を発表した。
　伊豆の国市議会としては、このたびの紛争に対して、市民が強く願う恒久平和に向けた志を切に抱き、市民と
共に、一刻も早い紛争の終結を求める。

１　いかなる理由があろうとも、一般市民への攻撃と非人道的行為は正当化できない。
２　これ以上、人道危機が悪化しないよう、国際法に基づき、事態の早期鎮静化と人道状況の改善を図ること。

　以上、決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和５年 12 月 19 日　伊豆の国市議会


